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はじめに
　日本人と韓国人の父母から生まれた子は，国籍留保により，いわゆる日韓二重
国籍になります。その場合，子の名については，日本の人名用漢字と韓国の人名
用漢字の両方に従わねばなりません。日本側に提出する出生届には，日本の人名
用漢字を使わなければいけないし，韓国側に提出する出生申告書には，韓国の人
名用漢字を使わなければいけないからです。
　しかし，両方に従うのは，そう簡単ではありません。たとえば「蛍」という漢
字は，日本では子の名に使えますが，韓国では使えません。その逆に「螢」とい
う漢字は，韓国では子の名に使えますが，日本では使えません。つまり，日韓二
重国籍の子の名づけにおいては，「蛍」も「螢」も使えない❶のです。あるいは

「堺」という漢字は，日本でも韓国でも子の名に使えます。日本の出生届では，
漢字の読みは自由に決めることができるので，「さかい」という読みにするのも
OKです。一方，韓国の出生申告書では「사카이」という読みは許されず，「계」
という音しか使えません。
　本稿では，日本の人名用漢字と韓国の人名用漢字の異同を，その運用や歴史的
経緯も含め，概説いたします。日韓二重国籍の子を持つ（予定のある）父母や，
その周辺の方々，あるいは，出生届を受理する市区町村窓口の一助になれば幸い
です。

１　韓国の人名用漢字
　韓国の人名用漢字❷は，家族関係の登録等に関する規則❸第37条に基づき，漢
文教育用基礎漢字1800字に加え，人名用追加漢字表6044字および人名用漢字許容
字体表298字を収録しています。ただし，しめすへんの新旧（「礻」と「⺬」），お
よび，草かんむりの新旧（「艹」と「⺿」）は同一視されていて，たとえば，人名
用漢字の「祁」に対し，「祁」も子の名づけに許容されています。
　韓国の人名用漢字は，ハングルとの対応が決められています。各々の漢字に対
応するハングルは原則１音だけですが，例外として複数の音を持つ漢字❹もあり
ます。また，初声が「ㄴ」「ㄹ」の場合は，それぞれ「ㅇ」「ㄴ」に変えることも
可能です。

日韓二重国籍の子の名に使える人名用漢字
安 岡 孝 一（京都大学）
安 岡 素 子（京都外国語大学）
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　韓国の人名用漢字の変遷を，ざっと見ていくことにしましょう。

◦1991年４月１日　戸籍法施行規則の改
正❺により，子の名づけに対する漢字
制限が開始❻されました。使用できる
漢字は，漢文教育用基礎漢字（1972年
８月16日版）❼1800字に加え，人名用
追加漢字表1054字と人名用漢字許容字
体表61字❽でした。

◦1994年９月１日　戸籍法施行規則の改
正❾により，人名用追加漢字表が1164
字になりました。

◦1998年１月１日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用追加漢字表に75字
が，人名用漢字許容字体表に24字が，
それぞれ追加されました。この結果，
人名用追加漢字表は1239字に，人名用
漢字許容字体表は85字になりました。

◦2000年12月30日　漢文教育用基礎漢字
1800字が改訂�され，44字の追加（上
図左）と44字の削除（上図右）がおこ
なわれました。

◦2001年１月４日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用追加漢字表が2994
字�になりました。ただし，この改正
は，５日前におこなわれた漢文教育用
基礎漢字の改訂を全く考慮しておらず，
漢文教育用基礎漢字と人名用追加漢字
表の間で49字が重複�する一方，漢文
教育用基礎漢字から削除された44字は，

人名用追加漢字表には追加されないま
までした。

◦2003年10月20日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用追加漢字表が2990
字になりました。具体的には，漢文教
育用基礎漢字の2000年改訂に合わせて，
44字の追加，48字の削除�，２字の字
形変更�がおこなわれました。また，
戸籍法施行規則第37条に，以下の規定
が追加されました。「漢文教育用基礎
漢字が変更された場合，以前の基礎漢
字から削除された漢字は，別表１（人
名用追加漢字表）に追加されたとみな
し，新たに基礎漢字に追加された漢字
のうち別表１と重複する漢字は，別表
１から削除されたとみなす。」

◦2005年１月１日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用追加漢字表に159
字が追加されました。この結果，人名
用追加漢字表は3149字�になりました。

◦2007年２月15日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用追加漢字表に113
字�が，人名用漢字許容字体表に27字
が，それぞれ追加されました。この結
果，人名用追加漢字表は3262字�に，
人名用漢字許容字体表は112字�にな
りました。
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◦2007年８月30日　漢文教育用基礎漢字
1800字に対し，一部字形修正�がおこ
なわれました。どの漢字字形が修正さ
れたかは，明らかにされていません。
2000年版�あるいは1972年版❼との間
で，筆者らが発見できた字形修正を，

「2007←2000←1972」の形（2000年追加
字は「2007←2000←×」）で上図に示し
ます。

◦2008年１月１日　家族関係の登録等に
関する規則が制定�され，子の名づけ
に対する漢字制限が，家族関係の登録
等に関する規則第37条に基づくものと
なりました。ただし，漢字制限の内容
には変更ありません。人名用追加漢字
表は3260字�，人名用漢字許容字体表
は112字で制定されました。

◦2008年６月５日　家族関係の登録等に

関する規則の改正�により，人名用追
加漢字表に１字追加�と２字の字形変
更�がおこなわれ，人名用漢字許容字
体表に３字�が追加されました。この
結果，人名用追加漢字表は3261字�に，
人名用漢字許容字体表は115字になり
ました。

◦2010年３月１日　家族関係の登録等に
関する規則の改正�により，人名用漢
字が全面的に見直されました。漢文教
育用基礎漢字の2007年改訂に合わせて，
人名用追加漢字表は3356字に，人名用
漢字許容字体表は298字になり，子の
名づけに使える漢字は合計5454字にな
りました。

◦2013年７月１日　家族関係の登録等に
関する規則の改正�により，人名用追
加漢字表に307字が追加されて，3663
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【注】
❶　日本の出生届に「蛍」を書き，韓国の出生申告書に「螢」を書く，という手段

が残されていますが，お勧めできません。
❷　http://help.scourt.go.kr/nm/img/hanja/hanja_2015.pdf
❸　가족관계의 등록 등에 관한 규칙（2015年10月７日大法院規則第2620号）

　http://www.law.go.kr/LSW/lsEfInfoP.do?lsiSeq=175467
❹　たとえば，「金」という漢字に対応するハングルは，漢文教育用基礎漢字では「금」

ですが，人名用追加漢字表では「김」も示されています。したがって，子の名づ
けに「金」を用いる際は，対応するハングルは「금」「김」のいずれも使えます。

❺　1991年３月29日大法院規則第1159号（『관보』第11781号pp.41 ─44）
❻　1990年12月31日大法院規則第1137号（『관보』第11712号pp.108 ─164）に基づき，

子の名づけに対する漢字制限は1991年１月１日の開始を予定していましたが，実
際には３か月延期されました（曺喜澈『韓国の人名用漢字─日本の人名用漢字
との比較対照を中心として』（1992年８月，富士ゼロックス小林節太郎記念基金）
pp.5 ─14参照）。

❼　『편수 자료』Ⅱ─３（1987年11月17日）pp.12 ─24参照
❽　「庄」（장）が，人名用追加漢字表と人名用漢字許容字体表の両方に，重複して

収録されています。
❾　1994年７月11日大法院規則第1312号（『관보』第12761号pp.72 ─73，ただし1994

年８月４日『관보』第12782号p.127に訂正あり）
�　1997年12月２日大法院規則第1484号（『관보』第13773号pp.128 ─132）
�　『교과서 편수 자료』Ⅱ─１（2002年11月20日）pp.56 ─69参照
�　2001年１月４日大法院規則第1680号（『관보』第14695号pp.99 ─114，ただし2001

年３月12日『관보』第14748号p.240に訂正あり）
�　「樂」（요）が２字，「度」（탁）が２字，いずれも重複して収録されています。
�　漢文教育用基礎漢字追加分44字に加えて，「疏」（소）「鏁」（쇄）「卽」（즉）「塔」
（탑）「毀」（훼）の５字が重複しています。
�　2003年９月17日大法院規則第1848号（『관보』第15497号pp.21 ─89）
�　漢文教育用基礎漢字追加分44字と「塔」（탑）「庄」（장）の削除，および「樂」（요）
「度」（탁）の重複解消が，「48字の削除」の内訳です。
�　即←卽，鎻←鏁。いずれも，漢文教育用基礎漢字と別字形になるよう変更され

ています。
�　2004年10月18日大法院規則第1911号（『관보』第15822号pp.79 ─87）

字になりました。人名用漢字許容字体
表は298字のまま�のはずですが，大
法院が公開した人名用漢字表�では，
別表２に299字�が収録されています。

◦2015年１月１日　家族関係の登録等に
関する規則の改正�により，人名用追

加漢字表が6044字�になりました。人
名用漢字許容字体表は298字のまま�
のはずですが，大法院が公開した人名
用漢字表❷では，別表２に299字�が
収録されています。
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�　ただし，『관보』第15822号pp.80 ─85の別表１では，「凞」（희）が２字重複して
おり，結果として3150字が掲載されています。
�　2007年２月15日大法院規則第2069号（『관보』第16444号pp.324 ─331）
�　追加113字のうち，「光」（광）と「模」（모）は，漢文教育用基礎漢字と重複し

ています。誤植が疑われますが，訂正は出ていません。
�　ただし，『관보』第16444号pp.325─330の別表１では，「喇」（나）「凛」（름）「膚」
（부）「疏」（소）「嫣」（언）が脱落している上に，「凜」（름）「 」（빈）「㥠」（서）
「贇」（윤）「儇」（현）「凞」（희）などが重複しており，字数が全く合いません。
�　ただし，『관보』第16444号pp.330 ─331の別表２では，「개　個（箇）蓋（盖）」が

脱落しており，110字しか掲載されていません。
�　『교과서 편수 자료』Ⅱ（2011年12月30日）pp.49 ─61参照
�　2007年11月28日大法院規則第2119号（『관보』第16638号pp.196 ─238）
�　「凜」（름）が２字，「儇」（현）が２字，「凞」（희）が２字，いずれも重複して

収録されています。
�　2008年６月５日大法院規則第2181号（『관보』第16765号pp.262 ─272）
�　脱落していた「膚」（부）が復活しました。
�　凛←凜， ← 。前者の字形変更により，「凜」（름）の重複が解消されました。
�　追加３字のうち，「慜」（민）は人名用追加漢字表と同一字形であり，誤植が疑

われます。
�　「儇」（현）が２字，「凞」（희）が２字，いずれも重複して収録されています。
�　2009年12月31日大法院規則第2263号（『관보』第17164号pp.440 ─444，ただし

2010年１月６日『관보』第17168号pp.372─381に訂正あり）
�　2013年６月５日大法院規則第2470号（『관보』第18031号pp.383 ─397）
�　http://www.law.go.kr/LSW/lsEfInfoP.do?lsiSeq=141119
�　http://help.scourt.go.kr/nm/img/hanja/hanja.pdf
�　「玆」（자）が増えています。
�　2014年12月30日大法院規則第2577号（『관보』第18419号pp.790 ─808）
�　「鄂」（악）が２字，重複して収録されています。「卾」の誤植が疑われますが，

訂正は出ていません。
�　http://www.law.go.kr/LSW/lsEfInfoP.do?lsiSeq=166318

２　日本の人名用漢字
　日本の人名用漢字❶は，戸籍法施行規則❷第60条に基づき，常用漢字表2136字
に加え，漢字の表862字を収録しています。漢字の表は，前半㈠650字と，後半㈡
212字に分かれており，後半㈡が許容字体と呼ばれています。しめすへんの新旧

（「礻」と「⺬」）は明確に区別❸されており，その一方で，草かんむりは「艹」だ
けです。
　日本の人名用漢字の変遷を，ざっと見ていくことにしましょう。
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◦1948年１月１日　戸籍法施行規則の制
定❹により，子の名づけに対する漢字
制限が開始されました。使用できる漢
字は，当時の当用漢字表❺1850字だけ
でした。

◦1949年４月28日　当用漢字字体表1850
字が告示❻されました。これに対し法
務府民事局は，当用漢字表1850字に加
え，当用漢字字体表1850字も子の名づ
けに使用できる，と回答❼しました。

◦1951年５月25日　人名用漢字別表92字
が告示❽され，子の名づけに使えるよ
うになりました。

◦1951年６月27日　民事甲第1346号民事
局長回答❾により，人名用漢字の「亙」
に加え，別表に含まれていない「亘」
が，子の名づけに認められました。

◦1956年11月22日　民事甲第2677号民事
局長電信回答�により，人名用漢字の

「龍」に加え，別表に含まれていない
「竜」が，子の名づけに認められまし
た。

◦1962月１月20日　民事甲第103号民事
局長回答�により，異体字11字が，子
の名づけに認められました。

◦1976年７月30日　人名用漢字追加表28
字が告示�され，子の名づけに使える
ようになりました。28字のうち「悠」
は，東京家裁の家事審判�により，子
の名づけに認めるよう命令されたもの
です。

◦1976年８月20日　法務省民二第4726号
民事局第二課長依命通知�により，人
名用漢字追加表の異体字６字が，子の
名づけに認められました。

◦1981年10月１日　常用漢字表1945字が
告示�されて，当用漢字表・当用漢字
字体表・人名用漢字別表・人名用漢字

追加表が廃止されました。当用漢字
1850字から，以下の19字を削除�の上，
95字を追加する予定だったのですが，
結局，削除はおこなわれず，95字の追
加と１字の字体変更（灯←燈）がおこ
なわれました。

⑴　常用漢字表案にあって当用漢字表
にない字（五十音順）　猿凹渦靴稼
拐涯垣殻（殼）潟喝（喝）褐（褐）缶（罐）
頑挟（挾）矯襟隅渓（溪）蛍（螢）嫌洪溝
昆崎皿桟（棧）傘肢遮蛇酌汁塾尚宵縄

（繩）壌（壤）唇甚据杉斉（齊）逝仙栓挿
（插）曹槽藻駄濯棚挑眺釣塚（塚）漬亭
偵泥搭棟洞凸屯把覇（霸）漠肌鉢披扉
猫頻（頻）瓶（甁）雰塀（塀）泡俸褒（襃）
朴僕堀磨抹岬妄厄癒悠羅竜（龍）戻

（戾）枠� （計95字）
⑵　当用漢字表にあって常用漢字表案

にない字（五十音順）　翁虞嚇且侯
勺爵薪帥錘畝銑但脹朕奴婆匁隷

� （計19字）

　民事局の回答や通知も全て見直され，
戸籍法施行規則の改正�により，新た
な人名用漢字別表166字と人名用漢字
許容字体表205字が，戸籍法施行規則
の別表になりました。この結果，子の
名づけに使える漢字は，合計2316字に
なりました。

◦1990年４月１日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用漢字別表が284字
になりました。

◦1997年12月３日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用漢字別表に「琉」
が追加されました。那覇家裁の家事審
判�により，子の名づけに認めるよう
命令されたものです。

◦2004年２月23日　戸籍法施行規則の改
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【注】
❶　http://www.moj.go.jp/MINJI/minji86.html
❷　http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S22/S22F00501000094.html
❸　たとえば，人名用漢字の「祁」は子の名づけに使えますが，「祁」は子の名づけ

に使えません。
❹　昭和22年12月29日司法省令第94号（『官報』号外㈣pp.1 ─25）
❺　昭和21年11月16日内閣告示第32号（『官報』号外pp.1 ─2，ただし昭和22年６月９

日『官報』第6118号p.3に訂正あり）
❻　昭和24年４月28日内閣告示第１号（『官報』号外第32号pp.1 ─3）
❼　昭和24年６月29日民事甲第1501号民事局長回答，『民事月報』第４巻第３号（1949

年10月）p.90参照
❽　昭和26年５月25日内閣告示第１号（『官報』第7310号p.402）
❾　『民事月報』第６巻第８号（1951年８月）p.124参照
�　『民事月報』第11巻第12号（1956年12月）p.72参照
�　『民事月報』第17巻第２号（1962年２月）p.65参照
�　昭和51年７月30日内閣告示第１号（『官報』第14869号p.5）
�　昭和48年11月30日東京家庭裁判所審判［昭和48年（家）第11469号］，『家庭裁判月報』

第26巻第５号（1974年５月）pp.102─105参照

正�により，人名用漢字別表に「曽」
が追加されました。最高裁の決定�に
より，子の名づけに認めるよう命令さ
れたものです。

◦2004年６月７日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用漢字別表に「獅」
が追加されました。横浜家裁の家事審
判�により，子の名づけに認めるよう
命令されたものです。

◦2004年７月12日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用漢字別表に「駕」

「毘」「瀧」が追加されました。「駕」
は大阪家裁の家事審判�により，「毘」
は名古屋家裁の家事審判�により，

「瀧」は広島高裁の決定�により，そ
れぞれ，子の名づけに認めるよう命令
されたものです。

◦2004年９月27日　戸籍法施行規則の改
正�により，人名用漢字に488字の追
加がおこなわれ，人名用漢字別表と人

名用漢字許容字体表は，それぞれ漢字
の表㈠774字と漢字の表㈡209字になり
ました。

◦2009年４月30日　戸籍法施行規則の改
正�により，漢字の表㈠に「祷」「穹」
が追加されました。いずれも大阪高裁
の決定�により，子の名づけに認める
よう命令されたものです。

◦2010年11月30日　新しい常用漢字表
2136字が告示�されました。これに合
わせて，戸籍法施行規則も改正�され，
漢字の表㈠は649字，漢字の表㈡は212
字になりました。この結果，子の名づ
けに使える漢字は，合計2997字になり
ました。

◦2015年１月７日　戸籍法施行規則の改
正�により，漢字の表㈠に「巫」が追
加されました。名古屋高裁の決定�に
より，子の名づけに認めるよう命令さ
れたものです。
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�　『民事月報』第31巻第10号（1976年10月）p.158参照
�　昭和56年10月１日内閣告示第１号（『官報』号外第88号pp.2 ─77）
�　『国語審議会報告書』№13（1979年12月10日）p.467参照
�　昭和56年10月１日法務省令第51号（『官報』号外第88号p.1）
�　平成２年３月１日法務省令第５号（『官報』号外第21号pp.1 ─11）
�　平成９年12月３日法務省令第73号（『官報』第2275号p.2）
�　平成９年11月18日那覇家庭裁判所審判［平成９年（家）第1358号］，『家庭裁判月報』

第50巻第３号（1998年３月）pp.46 ─60参照
�　平成16年２月23日法務省令第７号（『官報』第3794号p.2）
�　平成15年12月25日最高裁判所第三小法廷決定［平成15年（許）第37号］，『家庭裁

判月報』第56巻第６号（2004年６月）pp.127 ─148参照
�　平成16年６月７日法務省令第42号（『官報』第3865号p.1）
�　平成16年５月６日横浜家庭裁判所審判［事件番号不明］，『民事月報』第59巻第

11号（2004年11月）pp.74 ─75参照
�　平成16年７月12日法務省令第49号（『官報』第3890号p.2）
�　平成16年６月10日大阪家庭裁判所審判［事件番号不明］，『人名用漢字の変遷』
（2007年10月15日，日本加除出版）第Ⅰ部p.17参照
�　平成16年６月18日名古屋家庭裁判所審判［事件番号不明］，『人名用漢字の変遷』
（2007年10月15日，日本加除出版）第Ⅰ部p.17参照
�　平成16年６月23日広島高等裁判所決定［平成16年ラ第81号］，安岡孝一『新しい

常用漢字と人名用漢字』（2011年３月31日，三省堂）pp.198─200参照
�　平成16年９月27日法務省令第66号（『官報』号外第213号pp.1 ─5）
�　平成21年４月30日法務省令第24号（『官報』号外第93号pp.1 ─2）
�　平成20年３月18日大阪高等裁判所決定［平成19年ラ第252・486号］，『民事月報』

第63巻第５号（2008年５月）pp.96 ─172参照
�　平成22年11月30日内閣告示第２号（『官報』号外第250号pp.7 ─88）
�　平成22年11月30日法務省令第40号（『官報』号外第250号pp.2 ─5）
�　平成27年１月７日法務省令第２号（『官報』第6446号p.1）
�　平成26年８月８日名古屋高等裁判所決定［平成26年ラ第127号］，『民事月報』第

70巻第４号（2015年４月）pp.137─138参照

３　韓国と日本の人名用漢字の異同
　2015年１月（最終改正）時点での韓国と日本の人名用漢字を，以下の３つに分
けて示します。
①　日韓が同一字体
　日本の人名用漢字と，韓国の人名用漢字が，同一字体だとみなせるものです。
②　許容字体
　日本の人名用漢字と韓国の許容字体が同一字体のもの，日本の許容字体と韓
国の人名用漢字が同一字体のもの，日本と韓国の許容字体が同一字体のもの，
を示しています。なお，草かんむりの新旧（「艹」と「⺿」）が問題となりそう
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な漢字は，あえてここに収録しています。
③　日韓が別字体
　日本と韓国の人名用漢字が，別字体で異体字関係にあるものを，「日/韓」の
形で示しています。

　これらのうち，日本の出生届と韓国の出生申告書の両方に使えるのは，①と②
です。ただ，②は，字体にかなり注意する必要があり，できれば①だけを使用す
べきでしょう。
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　なお，日本の出生届は誕生から14日以内（日本国外で誕生した場合は３か月以内）
に，韓国の出生申告書は誕生から１か月以内に，それぞれ役場・領事館・大使館
に届出なければなりません。子を日韓二重国籍にするためには，それぞれに国籍
留保の手続が必要ですので，その点にも注意してください。
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